
入札結果公表台帳

事業名 所管課 営業課

順位 第１回入札（見積）金額 第２回入札（見積）金額 第３回入札（見積）金額
（単位：円、税抜）
協議後見積

9,800,000 決定

　　　

（１） 住所

商号または名称

代表者

（２） 10,290,000 円

（うち取引に係る消費税および地方消費税の額　 490,000円）     

（３） 納期　平成２１年（２００９年）３月３１日

（４）

（５）

（６）

（７）

（８） － 円

財務会計システム機器更新事業（買取見積）

　城陽市公営企業に設置している財務会計システム（ハード、ソフトを含めたもの。以下「システム」という。）は、平
成14年度に導入したものである。当該システムは平成20年度で7年を経過することとなり、システムの根幹である
サーバの交換部品メーカ保有期限が平成20年度末で終了することから、システムの更新を行うもの。

入札（見積）人

扶桑電通㈱京都営業所

京都府京都市中京区烏丸通押小路上ル秋野々町５３５番地　日土地京都ビル

扶桑電通㈱京都営業所

工事場
所、種
別、概
要、選定
理由

城陽市上下水道部（城陽市平川広田６７番地）

平成２１年（２００９年）２月１６日

平成２１年（２００９年）２月１８日

所長　石田　寿男

城陽市上下水道部（城陽市平川広田６７番地）

平成２１年（２００９年）２月１９日

入札（見積日）

予定価格（税抜）

工期（納期限）

工事場所（納入場所）

当該システムの納入業者であり、既存システムのハード及びソフトを熟知している。
アプリケーション部分は既存のプログラムをそのまま使用する為、既存プログラムの開発業者でなければ、移
行作業に支障が生じる可能性がある。
サーバの製作には3週間から4週間が必要であり、この間は他業者発注の場合、作業不能期間となるが、扶桑
電通㈱京都営業所では同社保有の代替機種で移行に伴い発生する作業を並行して実施することが可能であ
る。代替機種で移行作業を実施することで、事前の障害クリアに資する事が可能である。
　以上の理由から「扶桑電通㈱京都営業所」と随意契約を行うこととする。
（地公企令第21条の14第1項第2号）

①
②

③

契約日

指名通知（見積依頼）日

契約の相手方

契約金額


